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5 かしはら市議会だより

一般質問

松
木　

雅
德

（
蘇
政
会
）

中

南

和

地

域

の

拠
点
都
市
橿
原
の

ま

ち

づ

く

り

「
橿
原
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
む

基
本
的
方
向
や
具
体
的
な
施
策
を

取
り
ま
と
め
た
「
橿
原
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
安
心
し
て
便
利
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

以
前
、
一
般
質
問
し
た
が
、
国
土

交
通
省
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少

社
会
の
到
来
、
巨
大
災
害
の
切
迫

等
に
対
す
る
危
機
意
識
を
共
有
し
、

２
０
５
０
年
を
見
据
え
、
未
来
を

切
り
開
い
て
い
く
た
め
の
国
土
理

念
や
考
え
方
を
示
し
た
「
国
土
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
」

を
平
成
２６
年
７
月
に
公
表
し
、「
コ

ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
域

活
力
の
維
持
や
生
活
機
能
を
確
保

し
、
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
公
共
交
通
と
連
携
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
奨

し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
地
方
都

市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
方
向
で

進
ん
で
い
る
の
か
。

集
約
化
（
コ
ン
パ
ク
ト
化
）

だ
け
で
は
、
圏
域
や
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
縮
小
す
る
だ
け
で
、
よ
り
高
次

な
都
市
機
能
サ
ー
ビ
ス
を
成
立
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
人
口
規
模
を

確
保
で
き
な
い
。
各
地
域
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
圏
域
人
口
の
確
保
、
各
種

都
市
機
能
サ
ー
ビ
ス
維
持
に
も
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
コ
ン
パ
ク

ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
り
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
交
流
・

出
会
い
な
ど
が
活
性
化
し
、
高
密

度
な
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
新
た
な
価
値
創
造
に
つ

な
が
り
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
多

極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
有
効
な
手
法
だ
と
考
え
る
。

人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
、

本
市
の
恵
ま
れ
た
道
路
・
鉄
道
交

通
の
環
境
を
有
し
て
い
る
特
徴
を

生
か
し
た
低
・
未
利
用
地
の
活
用

を
図
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
お
り
、

市
街
化
調
整
区
域
は
、
地
区
計
画

の
策
定
が
さ
れ
、
そ
の
制
度
活
用

に
よ
り
、
商
業
系
や
住
宅
系
の
土

地
利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
コ

ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
具
体

的
に
ど
ん
な
施
策
と
し
て
推
進
し

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
の
手
法
、
規
制
、
エ
リ
ア
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

今
後
、
既
存
の
ス
ト
ッ
ク
を

生
か
し
た
低
・
未
利
用
地
の
土
地

活
用
を
促
進
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

拡
大
や
人
口
維
持
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

地
区
計
画
制
度
の
活
用
は
、
秩
序

あ
る
土
地
利
用
の
規
制
・
誘
導
を

図
る
た
め
、
市
街
化
調
整
区
域
で

地
区
計
画
を
策
定
す
る
場
合
の
指

針
と
な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
現

在
作
成
し
て
い
る
。
居
住
・
就
労
・

教
育
・
医
療
な
ど
を
含
め
た
都
市

活
動
全
般
に
わ
た
り
、
コ
ン
パ
ク

ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

さ
れ
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
方
向
で
、
そ
の
対
象
エ

リ
ア
は
、
幹
線
道
路
沿
道
、
鉄
道

駅
周
辺
な
ど
に
限
定
し
た
基
準
と

し
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
む
や

み
に
市
街
地
を
拡
大
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
地
区
の
特
性
、
必
要

性
、
周
辺
の
公
共
施
設
の
整
備
状

況
等
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
、
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
都
市

計
画
法
に
よ
る
地
区
計
画
制
度
の

活
用
を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

橿

原

市

歌

「

虹

染

め

て

」

平
成
２９
年
９
月
議
会
で
の
答

弁
後
、
幅
広
く
活
用
す
る
方
向
で

検
討
す
る
と
答
え
を
も
ら
っ
た
が

そ
れ
以
降
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
る
の
か
。

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ナ
ビ

プ
ラ
ザ
）
で
、
毎
日
正
午
に
流
し

て
お
り
、本
庁
舎
や
新
分
庁
舎「
ミ

グ
ラ
ン
ス
」
で
の
具
体
的
な
活
用

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

庁
内
電
話
や
各
公
共
施
設
の
保
留

音
に
で
き
な
い
か
な
ど
引
き
続
き

検
討
し
て
い
る
。
教
育
現
場
で
は
、

小
学
校
１６
校
中
５
校
、
中
学
校
６

校
中
２
校
で
活
用
し
て
い
る
。
小

学
校
で
は
、
音
楽
の
授
業
で
取
り

上
げ
、
学
習
素
材
と
し
て
活
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
給
食
の
時
間
や

運
動
会
等
の
開
始
前
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と

し
て
も
活
用
。
中
学
校
で
は
、
吹

奏
楽
部
が
、
卒
業
式
や
入
学
式
の

際
に
来
賓
入
場
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て

演
奏
し
て
い
る
。
今
後
は
、
中
央

公
民
館
や
体
育
館
な
ど
指
定
管
理

者
等
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
利
用

に
支
障
が
出
な
い
範
囲
で
積
極
的

な
活
用
の
検
討
を
進
め
る
。

市歌「虹染めて」

ご
み
収
集
車
が
市
内
を
走
り
、

作
業
中
に
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
流
れ
て
お
り
、
そ
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
と
ご
み
収
集
車
の
関
連

性
が
か
な
り
浸
透
し
て
い
る
と
思

う
が
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
橿
原
市
歌

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

ご
み
収
集
作
業
時
に
橿
原
市

歌
を
流
す
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様

が
市
歌
を
知
り
、
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
と
て
も
良
い
と
考

え
る
が
、現
在
定
着
し
て
い
る「
赤

と
ん
ぼ
」
を
変
更
す
る
に
は
、
周

知
と
啓
発
が
必
要
で
あ
り
、
関
係

機
関
と
協
議
し
た
上
で
、
市
民
の

皆
様
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う

一般
質問

一般
質問

６
月
定
例
会
で
は
６
月
19
日
と
20
日
の
２

日
間
、
11
名
の
議
員
が
市
政
に
関
す
る
様
々

な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。


